
様式第4号の2(第7条関係) 

実務成績証明書（免許法附則第１８項用） 

 

 

良好な成績で勤務した期間  実労働時間 

 

平成２７年 ４月 １日 から   平成２９年 ３月３１日 まで ３，８４０時間 

 

平成２９年 ４月 １日 から   平成２９年 ４月３０日 まで １６０時間 

 

平成３０年 ４月 １日 から    令和元年 ８月３１日 まで ２，７２０時間 

 

  年  月  日 から       年  月  日 まで 時間 

 

  年  月  日 から       年  月  日 まで 時間 

 

休業、休職、欠勤等により勤務しなかった期間 

 

平成２９年 ５月 １日 から   平成３０年 ３月３１日 まで 

 

  年  月  日 から       年  月  日 まで 

 

上記の者は、本施設において上記のとおり実務経験を有する者であることを証明する。 

 

令和元年 ９月  □日 

実務証明責任者  ○○市長  ○○ △△     公印 

 

備考 １ 「施設名」欄には、良好な成績で勤務した期間に該当する施設の名称を記載し、構成するその他の施設の名称 

は括弧書きで全て記入すること。 

２ 「許可等年月日」欄には、認可外保育所施設にあっては、設立年月日を記入すること。 

３ 教育職員免許法附則第18項の適応を受けるためには、良好な成績で勤務した期間が３年かつ勤務時間の合計 

  が4,320時間以上必要である。 

４ 複数の施設における勤務期間を合算する場合は、それぞれの施設ごとに実務成績証明書を作成すること。 

５ 「実務証明責任者」とは、施設の設置者等をいう。 

氏 名 島根  太朗 生年月日 
昭和 

平成 ○○年  △月  □日 

施  設  名 ○○市立 △△保育園 

許可等年月日 昭和○○年  △月  □日 

現  住  所 

連 絡 先 

  ○○市△△町□□番地 

     電話（○○○○）△△－□□□□ 

○○市

長 印 

実務経験を積んだ施設毎

に作成し、証明を受けてく

ださい。 

記載できるのは、申請日ま

での経験に限ります。 

合計 4,320 時間

以上の勤務経験

が必要です。 

合計 3 年以上

の勤務経験が

必要です。 

実務証明責任者の例 

・公立保育園、認定こ

ども園の場合 

 →市町村長（印） 

・私立保育園、認定こ

ども園の場合 

 →理事長（印） 


